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　紺色の立派な箱にはいった上下2巻の気象観測のデー

タを纏めた本が発行された．全体では2100ぺ一ジを越え

る分厚い本である．紙面の大きさはA4判，ほとんど数

字で埋まっているから，それが含む情報は膨大な量であ

る．ここで内容を紹介しよう．

　上巻には，地上気象観測資料を主体に全気象官署につ

いて気象要素別月別値，および主な気象要素の月別の極

値と順位が書かれている．その統計期間は，前者に対し

ては昭和26年（1951）から昭和57年（1982）までとなっ

ており，後者では観測開始から昭和57年までである．な

お前者については特定の20官署の主要な気象要素に対し

明治20年（1887）から昭和57年までを扱っている．その

ほか，特定官署を含む多くの官署について，気象要素別

の半旬別値，日平年値（非平滑値），月平年値が掲載さ

れている．なお上巻の最後には，観測開始から昭和57年

までの主な気象要素の全国順位表がのせてある．

　東京管区気象台を例にとって示そう．東京は上記特定

官署の一つであり，月別値として平均気圧・平均気温・

日照時間・降水量については明治20年から，日最高気温

の平均・平均相対湿度・平均風速など12項目については

昭和26年からの値が示されている．ついで半旬別値とし

て平均気温・降水量（昭和42～57年）の値がある．ま

た日平年値として平均気温・日照時間・降水量（昭和

26～55年）の値，それに月平年値として標準偏差や解説

用階級区分を併記した気温・相対湿度・降水量など（同

じ期間）の値が記載されている．最後に，月平均気温の

高い値，日最高気温など12項目について，観測開始から

昭和57年までの極値と順位が示されている．

　下巻では，地域気象観測システム（いわゆるアメダス）

等と高層気象観測の統計値が主となっている．アメダス

については688か所の観測所の平均気温・平均風速・最

多風向・日照時間・降水量・日最大降水量の月別値，そ

れにアメダス以前の観測を主とした883か所の日最深積

雪の年間最大値と起日の表が下巻のほぽ7割を占めてい
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る．

　ついで16気象官署の高層気象観測値について記されて

いる．地上，850，700，500，300，150（mb）の主要指

定気圧面における平均気温・最低気温・平均湿度・平均

風速・平均風向，それに平均高度が月別に示されてい

る．これらは21時のレーウィンゾンデ観測値であり，昭

和31年から昭和55年までを5か年ごとに平均した値で表

されている．

　さらに，66官署における全天日射量の月平均値（昭和

42～57年）が掲載されている．またr天候ダイヤグラ

ム」は全国主要20官署について，昭和26年から昭和57年

までの32年間の毎日の天気を記号で表したものである．

そして最後に生物季節の平年値が示されている．

　下巻には，これまで述べてきた各種の統計表のほかに

解説編がある．第1部の気象・気候の基礎は，監修の高

橋先生はじめ編集委員の内田・朝倉・河村の諸氏らが執

筆している．第2部の臼本各地の気候は現場のベテラン

がそれぞれ担当の地方の特徴を書いたものであり，第3

部の参考資料には，統計の接続性と測器等の変遷，気象

災害年表，文献などの記述がある．

　こうして上下2巻を見てくると，通常一般に使用する

気象統計はほとんど含まれているように思われる．各種

の印刷刊行物などを探す苦労は，これで大いに軽減され

るであろう．この種の統計資料の問題点は，その出典が

明確に記述されているかどうかである．この本では，や

や煩雑と思えるほど出典が脚注などに記されている．ま

た，この種の書物のように，ほとんど統計数値ばかりで

成り立っているような場合，言うまでもなくその数値が

正確であることが肝心である．校正には万全を期したで

あろうが，誤りの皆無ということは至難のわざである．

本書購入者に後日，正誤表を送付するよう配慮されてい

るのは，当然とはいえ行き届いた処置といえよう．

　この印刷物の下巻の解説編は170ぺ一ジ余り，執筆者

は気象・気候の分野の第一人者であるので，この方面の

手引き，あるいは教科書としても活用されるであろう．

　総合的にいえば，これは随分立派な刊行物であり広い

分野で利用されるべきものである．ただ，その量の膨大

であること，高価であることから，なかなか個人所有と

までには行かないのではなかろうか．
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